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 特集：都市創造の新潮流 

高山市街地の商店街の一角にある「かんか

こかん」 

歴歴史史的的資資産産ととユユニニババーーササルルデデザザイインン  
～日本文化に誰もが触れられる環境づくりを目指して～ 

 

出雲大社の拝殿 
スロープが設置されている 
 
 

出雲大社境内の迂回路 
参道は砂利敷きだが、参道の脇に迂回路が

設けられ、車いすやベビーカーでも通りや

すくなっている 

歴
史
的
資
産
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン 

我
が
国
で
は
、
地
域
固
有
の
歴
史
や
風
土
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
二
〇
〇
四

年
の
景
観
法
の
制
定
、
二
〇
〇
八
年
の
歴
史
ま

ち
づ
く
り
法
と
仕
組
み
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
八
年
の
観
光
庁
設
置
後
、
国
の

風
土
を
活
か
し
た
観
光
立
国
が
成
長
戦
略
の
柱

の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
な
ど
、
国
を
あ
げ

て
観
光
へ
の
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
が
二
〇
〇
六
年
に
制

定
さ
れ
、
二
〇
一
一
年
三
月
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
二
○
二
○
年
度
ま
で
の
各
施
設
の
整
備
目

標
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
国
で
は
着
々
と
制
度
が
整
っ

て
き
て
い
る
が
、
現
段
階
で
は
歴
史
的
資
産
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
着
目
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
別
々
に
進

め
ら
れ
て
い
る
。
国
内
の
地
域
を
み
て
も
、
両

方
の
視
点
で
取
組
ん
で
い
る
事
例
は
少
な
い
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
伝
統
的
な
意
匠
や
景
観
を

活
か
し
な
が
ら
、
移
動
経
路
の
確
保
や
ト
イ
レ

の
設
置
等
を
行
う
に
は
費
用
も
か
か
る
し
、
知

識
と
経
験
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

今
後
、
人
口
減
少
、
少
子
・
高
齢
社
会
、
訪

日
外
国
人
の
増
加
が
ま
す
ま
す
進
む
我
が
国
で

は
、
様
々
な
人
々
が
訪
れ
や
す
い
と
い
う
こ
と

を
受
け
入
れ
る
施
設
側
や
地
域
側
が
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
一
早
く
気
付
き
、
歴
史

的
資
産
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方

を
導
入
し
た
事
例
が
少
し
ず
つ
出
て
き
て
い
る
。

こ
こ
で
は
そ
う
し
た
事
例
を
紹
介
し
て
き
た
い
。 

 高
山
の
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
」 

歴
史
的
資
産
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
早

く
か
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
を

取
り
入
れ
て
い
る
の
は
、
国
内
で
は
岐
阜
県
高

山
市
で
あ
ろ
う
。
小
京
都
の
町
並
み
が
国
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
、

年
間
約
三
～
四
百
万
人
が
訪
れ
る
こ
の
町
で
は
、

近
年
は
外
国
人
観
光
客
も
多
く
訪
れ
る
。「
住
み

よ
い
町
は
行
き
よ
い
町
」
と
し
て
の
福
祉
観
光

都
市
づ
く
り
を
掲
げ
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
と
と

も
に
、
社
会
的
、
制
度
的
、
精
神
的
バ
リ
ア
の

除
去
を
目
的
と
し
た
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
」

を
進
め
て
い
る
。
高
山
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る

人
で
あ
れ
ば
気
づ
く
で
あ
ろ
う
が
、
市
街
地
で

は
道
路
の
段
差
解
消
や
視
覚
障
害
者
の
為
の
誘

導
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
が
進
み
、
車
い
す
利
用
者

用
ト
イ
レ
や
多
目
的
ト
イ
レ
（
多
機
能
ト
イ
レ
）

が
市
街
地
の
至
る
所
に
あ
る
。
こ
れ
ら
は
誰
に

と
っ
て
も
訪
れ
や
す
い
環
境
と
な
り
、
京
都
と

十
分
肩
を
並
べ
る
程
よ
く
町
並
み
が
残
る
高
山

が
外
国
人
に
も
受
け
て
い
る
の
が
う
な
ず
け
る
。 

高
山
市
街
地
か
ら
は
、
商
店
街
の
一
角
に
「
ま

ち
ひ
と
ぷ
ら
座
・
か
ん
か
こ
か
ん
」
と
い
う
拠

点
を
紹
介
し
た
い
。
商
店
街
の
ま
ち
づ
く
り
で

ご
存
知
の
方
も
い
る
と
思
う
が
、
商
店
街
の

人
々
を
中
心
に
市
民
が
運
営
し
て
い
る
ま
ち
づ

く
り
拠
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
電
動
カ
ー
・
ベ

ビ
ー
カ
ー
の
貸
し
出
し
の
他
、
一
時
保
育
も
行

っ
て
い
る
。
昨
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致

で
流
行
っ
た
「
お
も
て
な
し
」
の
精
神
が
、
こ

う
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
垣
間
見
え
る
。 

 

出
雲
大
社
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン 

昨
年
は
、
出
雲
大
社
の
六
十
年
ぶ
り
の
大
遷

宮
と
、
伊
勢
神
宮
の
二
十
年
ぶ
り
の
式
年
遷
宮

が
同
年
に
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
ど
ち
ら
も

マ
ス
コ
ミ
や
観
光
ツ
ア
ー
で
も
盛
ん
に
取
り
上

げ
ら
れ
た
。
た
ま
た
ま
出
雲
大
社
を
訪
れ
る
機

会
が
あ
り
、
そ
の
様
子
を
紹
介
し
た
い
。 

境
内
は
昔
か
ら
の
社
殿
の
造
り
、
砂
利
敷
き

の
境
内
、
一
部
に
急
な
坂
な
ど
は
あ
る
が
、
参

道
の
横
に
迂
回
路
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
車
い

す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
巡
る
こ
と
が
で
き
る
。
本

殿
に
は
階
段
が
あ
る
が
、
拝
殿
に
は
ス
ロ
ー
プ

が
設
置
さ
れ
て
参
拝
で
き
る
。 

ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
県
庁
所
在
地
で
あ

る
松
江
市
か
ら
一
畑
電
車
で
出
雲
大
社
前
駅
に

行
く
と
出
雲
大
社
に
近
く
、
比
較
的
バ
リ
ア
フ

リ
ー
な
経
路
で
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
自

動
車
の
場
合
は
、
出
雲
大
社
の
隣
の
県
立
古
代

出
雲
歴
史
博
物
館
に
身
障
者
用
駐
車
場
が
あ
り
、

駅
か
ら
よ
り
も
さ
ら
に
近
道
と
な
る
。
こ
の
駐

車
場
か
ら
参
道
横
の
迂
回
路
に
出
ら
れ
る
。 

我
が
国
を
代
表
す
る
神
社
で
こ
こ
ま
で
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の

は
、
現
在
で
は
ま
だ
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

 名
古
屋
で
も
（
名
古
屋
城
、
市
政
資
料
館
） 

一
方
、
名
古
屋
に
目
を
移
す
と
、
名
古
屋
城
、

名
古
屋
市
市
政
資
料
館
と
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

備
わ
っ
て
い
る
。
名
古
屋
城
の
場
合
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
で
多
目
的
ト
イ
レ
の

位
置
が
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
天

守
閣
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
表
示
さ
れ
て
い
な
い
。

せ
っ
か
く
の
設
備
な
の
で
、
一
日
も
早
く
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。 

 日
本
文
化
に
誰
も
が
触
れ
ら
れ
る
環
境
づ
く
り 

以
上
、
歴
史
的
資
産
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い
て
事
例
を
紹
介
し
て
き
た
。
冒
頭

で
述
べ
た
よ
う
に
、
国
内
で
は
様
々
な
理
由
に

よ
り
歴
史
的
資
産
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

化
は
進
ん
で
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
資
産
は
日

本
文
化
を
直
接
肌
で
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

誰
も
が
触
れ
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
が
今
後
ま
す
ま
す

進
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

 戦後、経済性や効率性を目指して画一的なまちづくりが進められた我が国では、近年、地域の活性化に向けて地域固有の

風土や景観を活かしていくことが重要であると気づき、歴史的資産に着目して取り組む地域が増えてきている。その目的は、

周辺住民の交流や国内外の集客を目指したものなど様々であろうが、一早く少子高齢社会の進展に着目し、誰もが訪れやす

い地域づくりに向けてユニバーサルデザインの考え方を導入した事例が出てきている。歴史的資産は、日本文化に直接触れ

ることのできる大事な資産であり、ここで幾つかの事例を紹介したい。 

国重要文化財の名古屋市市政資料館    名古屋城 
左上写真のように車いす使用者用の呼出ボ 屋外と天守閣内のエレベーターを乗り継ぎ

タンがあり、エレベーターで中を移動可能 天守閣の５階まで移動可能 


